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な問題が結びついていることを指摘して本稿を締めくくりたい。ひとつめは、重さによる自己規定
を概念の自己規定として、両者を重ね合わせることに関する問題である。これはヘーゲルの観念論
の基本プログラムに関わっている。ふたつ目は、主観性あるいは自己規定としての自由を物質的自
然に認められるのかどうかという問題である。
　まずひとつ目の問題から見ていこう。ヘーゲルの言うように、太陽の重さが他の天体の運動を司
るということが、重さ自身による規定であることを認めるとしよう。また概念というものも判断・
推論を通して主観性として形成されることも認めるとしよう。そのうえで、その事態を推論（ある
いは三項関係）を通じて説明することが、その運動を本当に説明することになるのかどうか。太陽
が周囲の物体を引きつけることを記述する際には、普遍、特殊、個別という契機のもとで捉えられ
る諸対象が登場し、その関連性が推論として再記述される。しかしこれはあくまで認識のうえでそ
う認識されるということにすぎないのではないかという疑問が出されるに違いない。概念による太
陽系の運動の再記述が（できればヘーゲルのそれよりもずっと）出来のよいものであるとしても、
物体の内在的本質自体の説明となんの関係があるのかと考えられるからである。端的に言えば、概
念の自己規定による推論的再記述が、太陽の重さ自身によって他の天体の運動を規定することと直
接結びつきようがないように見えるからである。つまり、概念の自己規定が天体の運動の認識可能
性のみならず存在可能性までも保証すると言えるのかどうかが問題になる。
　こうした概念あるいは主観性についての見方が前提しているのは、判断と推論があくまで人間の
認識あるいは言語の都合で形成されたたんに主観的なものであり、したがってそれらは実在には及
ばず、観念内容にのみ関わることになり、それが判断や推論となって人間の認識を形づくることに
なる、というものである。しかしヘーゲルにとってはまさにこのような見方を批判し乗り越えるこ
とが自らの主張する観念論のプログラムであって、水掛け論になる可能性もある。彼にすれば、こ
のような見方が、客観について判断しているつもりで、何についても判断していない可能性をどの
ようにして排除できるのか、ということになる。私の解釈では、いくら判断を形成しても、客観そ
のものに判断や推論を受け入れる構造が備わっていなければ、判断や推論を正当化するものは何も
ない、とヘーゲルは考えているようである。ヘーゲル自身がこの疑念に応えるとすれば、「思考と
存在の対立を前提するような立場はここでは問題になっていない」と述べるであろう。つまり、こ
うしたことをすべて踏まえたうえで、事物は判断であり推論であるという主張をヘーゲルはあえて
行っている。ヘーゲルはそもそも概念あるいは主観性をたんに主観的なものとしか見なさないとこ
ろに批判を向けていることになる。
　第二に、一般に意志の自由あるいは行為の自由が存在するかどうかという哲学の問いを巡って、
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